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［編集・発行]三箇自治会事務局 

〒574-0077 大東市三箇４丁目 1番 5号 

2014年(平成26年)１１月 

Ｎｏ．８ 

三箇自治会館 ℡072-873-8878 

 

《大東ふるさとカルタ》 

SANGA DAITO OSAKA 

 

 

 

 

宝永元年(1704)、大和川の付替えに

より深野池は干拓され新田開発が実施

されました。その土地の管理・運営の

ために建てられたのが会所です。 

『開発の 歴史を語る 会所
かいしょ

跡
あと

』 

１０月２日～１１月３０日 『水曜日を除く』 

三
箇
菅
原
神
社
秋
祭
り
宵
宮 

  

１０
月
１９
日
（
日
）
、
秋
晴
れ
に
も
恵
ま
れ
、

郷
土
の
祭
り
「
三
箇
菅
原
神
社
秋
祭
り
」
の

宵
宮
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

６
台
の
「
だ
ん
じ
り
」
は
、「
各
村
」
そ
れ

ぞ
れ
に
伝
統
的
な
飾
り
付
け
が
施
さ
れ
、
鉦
、

太
鼓
の
『
だ
ん
じ
り
囃
子
』
は
、
午
後
１０
時

の
終
了
時
ま
で
鎮
守
の
森
に
こ
だ
ま
し
て
い

ま
し
た
。 

 

神
社
境
内
や
周
辺
で
は
、
お
祭
り
の
風
物

詩
の
屋
台
が
２７
店
出
店
し
、
子
ど
も
は
も
と

よ
り
、
童
心
に
帰
っ
た
大
人
や
若
人
ら
の
関

心
を
大
い
に
集
め
る
も
の
で
し
た
。 

 
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
防
犯
委
員
の
皆
様

に
は
、
宵
宮
を
誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
め
る

よ
う
に
周
辺
の
警
備
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
幸
い
当
日
は
事
故
も
な
く
、
大
勢
の
人

に
賑
や
か
な
秋
祭
り
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。 

 

 

 

 

 

多数の見守り隊員の出席をお待ちしています。 

[日時] １１月１９日(水) １０：２０～１２：３０ 

[場所] 三箇小学校体育館 

[次第] 感謝の会 ＆ 音楽発表会 

 

午前９時～午後５時《自治会館２階・高齢者交流センター》  

[年齢にかかわりなく誰でもご覧いただけます] 

三箇菅原神社・平成 26 年 10 月 19 日 
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《
再
回
答
》
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

市
が
直
接
設
置
す
る
制
度
に
改
め

る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
補
助

金
制
度
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。 

 

④
三
箇
１
丁
目
１１
番
先
道
路
の
排
水
対
策 

 

当
初
回
答 

側
溝
蓋
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ 

り
、
ご
み
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
な
対
策
が
可 

能
で
あ
る
。
平
成
２６
年
度
～
２８
年
度
の
３ 

か
年
で
実
施
す
る
。 

 

《
再
回
答
》 

平
成
２６
年
度
中
に
実
施
す
る
。 

 

⑤
三
箇
１
丁
目
１１
番
先
道
路
側
溝
の
暗
渠
化 

 

当
初
回
答 

平
成
２６
年
度
～
２８
年
度
の
３ 

か
年
で
実
施
す
る
。 

 

《
再
回
答
》 

平
成
２６
年
度
中
に
実
施
す
る
。 

 

⑥
太
陽
電
池
時
計
の
設
置 

 
 

（
三
箇
第
２
公
園
・
三
箇
第
３
公
園
） 

 

当
初
回
答 

本
年
度
中
に
、
三
箇
第
２
公
園 

又
は
三
箇
第
３
公
園
の
い
ず
れ
か
に
設
置 

す
る
。 

        

《
再
回
答
》 

平
成
２６
年
度
と
平
成
２７
年
度

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
基
ず
つ
設
置

す
る
。 

  

平
成
２６
年
度
大
東
市
に
対
す
る
要
望
に
つ

い
て
、
９
月
３０
日
付
で
再
回
答
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

①
三
箇
４
丁
目
、
三
箇
６
丁
目
地
内
水
路
の
し

ゅ
ん
せ
つ
清
掃 

 

当
初
回
答 

農
業
用
水
の
利
用
時
期
を
確
認

し
な
が
ら
、
平
成
２７
年
１
月
末
ま
で
に
し
ゅ

ん
せ
つ
清
掃
を
実
施
す
る
。 

 

《
再
回
答
》 

平
成
２６
年
１１
月
末
ま
で
に
し

ゅ
ん
せ
つ
清
掃
を
実
施
す
る
。 

 

②
三
箇
１
丁
目
会
所
橋
か
ら
三
箇
５
丁
目
五
軒

堀
新
橋
間
寝
屋
川
右
岸
の
垂
直
緑
化
帯
の
適

正
管
理 

 

当
初
回
答
職
員
に
よ
る
巡
回
確
認
を
行
い
、

通
行
の
支
障
と
な
る
樹
木
に
つ
い
て
は
、
せ

ん
定
を
行
う
。 

 

《
再
回
答
》 

平
成
２６
年
１０
月
か
ら
維
持
管

理
業
務
を
委
託
し
実
施
す
る
。 

 

③
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
（
４
基
） 

 

当
初
回
答 

平
成
２２
年
度
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
自
治
区
に
対
し
そ
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
る
。
現
在
、
本
市
に
お
い

て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
直
接
設
置
し
て
い
な

い
た
め
、
自
治
区
で
設
置
す
る
場
合
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
を
活
用
さ
れ
た
い
。 

  

１１
月
の
行
事
予
定 

◇
１１
月
８
日(

土) 

 
 

・
総
務
委
員
会 

◇
１１
月
１５
日(

土) 

 
 

・
役
員
会 

・
防
犯
警
戒
（
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
） 

◇
１１
月
２０
日(

木) 

・
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ 

ル
ー
ム
利
用
申
込
み
締
切 

◇
１１
月
２２
日(

土) 

・
事
務
局
会
議 

・
広
報
編
集
ｗ
ｅ
ｂ
運
用
委
員
会 

◇
１１
月
２５
日(

火) 
 

 
 

・
三
箇
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
（
１２
月
号
）

印
刷 

・
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ 

ル
ー
ム
利
用
許
可
者
発
表 

◇
１１
月
２７
日(

木) 

・
広
報
「
だ
い
と
う
」
（
１２
月
号
） 

受
け
取
り
・
仕
分
け 

１０
月
１９
日
（
日
）
午
後
５
時
３０
分
か
ら
三

箇
菅
原
神
社
秋
祭
り(

宵
宮)

の
防
犯
警
戒
を

防
犯
委
員
全
員
で
実
施
し
ま
し
た
。 

⑦
三
箇
自
治
会
館
前
バ
ス
停
に
「
バ
ス
停
シ
ェ

ル
タ
ー
」
を
設
置 

 

当
初
回
答 

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路 

線
の
停
留
所
は
、
５０
箇
所
ほ
ど
あ
る
が
、 

シ
ェ
ル
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
停
留
所 

は
な
い
。
本
路
線
は
、
定
時
定
路
線
型
バ
ス 

で
、
比
較
的
時
刻
表
ど
お
り
運
行
し
て
お 

り
、
待
合
い
時
間
も
短
時
間
で
あ
る
。
他
の 

停
留
所
を
含
め
、
現
在
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設 

置
は
検
討
し
て
い
な
い
。 

 

《
再
回
答
》 

現
況
の
歩
道
に
バ
ス
停
シ
ェ

ル
タ
ー
を
設
置
す
る
充
分
な

幅
員
は
な
い
が
、
利
便
性
、

快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
公
園
部
分
の
一
部
を
休

憩
施
設
と
し
て
改
良
す
る
等

の
方
法
で
設
置
を
検
討
す

る
。 

     

⑧
道
路
側
溝
雨
水
取
水
桝
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋

の
改
良 

 
 

当
初
回
答 

当
該
地
区
内
の
調
査
を
行
い
、 

公
園
の
近
傍
、
通
学
路
を
中
心
に
施
行
す 

る
。 

《
再
回
答
》 

三
箇
地
区
全
域
に
つ
い
て
実

施
す
る
。
三
箇
４
・
５
・
６

丁
目
は
、
平
成

２６
年
度
中

に
、
三
箇
１
・
３
丁
目
は
、

平
成
２７
年
度
に
実
施
す
る
。 

 

 

  

太陽電池時計 
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ちぎり絵「烏瓜」 切り絵「ネコ」 写真「屋久鹿」 

  
工芸「鍵掛け」 写真「深北緑地」 パッチワーク「タペストリ－」 

 
 油絵「京都美山」 

工芸「さるのこしかけ」 

書 

 
 

  

ちぎり絵「椿」 

ちぎり絵「葡萄」 

 
 

 

 

 

ちぎり絵「秋の林」 

工芸「ミニ地車(だんじり)」 

山本文男 

宮﨑静子 

堀ノ内節子 

羽生薫章 

 

有友悦子 

古木信好 

狭山和子 

工芸「能(王朝絵巻) 
三嶋千惠子 

工芸「鶴と亀」 
松浦 繁 

切り絵「船」 

杉岡正夫 

三ツ川 勇 

三ツ川スミ子 

山本良次 

小林カ津子 

三嶋節子 

  

  
 

大井良子 

《順不同・敬称略》 
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三
箇
小
学
校
校
長 

小
田
村 

直
昌 

「
三
箇
祭
り
」 

や
っ
と
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学

校
で
も
９
月
２８
日
に
「
三
箇
祭
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
名
前
は
変
遷
し
て
い
ま
す
が
、

開
校
以
来
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
・ 

保
護
者
の
方
が
中
心 

に
な
っ
て
色
々
な
催 

し
を
や
っ
て
い
た
だ 

い
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
時
々
の
模
擬 

店
や
ゲ
ー
ム
で
時
代 

の
移
り
変
わ
り
を
感 

じ
ま
す
。 

今
年
は
、
新
た
に
「
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
」

と
「
菓
子
パ
ン
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
で
も
、

何
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
は
、「
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
こ
れ
は
、

お
父
さ
ん
方
で
成
り
立
っ
て
い
る
「
オ
ヤ
ジ

会
」
主
催
で
す
。
お
父
さ
ん
方
も
大
変
で
、

息
つ
く
暇
も
な
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。 

   

  

と
に
か
く
、
こ
の
「
三
箇
祭
り
」
は
、
運

動
会
に
次
い
で
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
保
護
者

と
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
も
お
越
し

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
更
に
発
展
し

た
場
に
変
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

「
修
学
旅
行
」 

 

１０
月
３
・
４
日
に
、
六
年
生
が
修
学
旅
行

に
行
き
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
秋
吉
台
と
宮

島
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
六
年
生
に
と
っ
て

は
、
昨
年
度
の
ス
キ
ー
以
来
、
二
度
目
の
宿

泊
行
事
で
す
。 

宿
泊
行
事
は
、
家
族
か
ら
離
れ
て
友
達
と

一
緒
に
一
泊
を
過
ご
す
大
変
意
義
あ
る
行

事
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
色
々
な
こ
と

を
吸
収
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
集

団
生
活
や
規
律
規
範
、
仲
間
意
識
な
ど
で
あ

り
ま
す
。 

ま
た
一
方
で
「
行
く
先
で
の
勉
強
」
も
重

要
で
あ
り
ま
す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
や
日

本
の
自
然
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

秋
吉
台
・
秋
芳
洞
で 

は
、
日
本
一
の
鍾
乳
洞 

を
歩
き
、
カ
ル
ス
ト
大 

地
を
散
策
し
、
化
石
発 

掘
や
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク 

を
し
ま
し
た
。 

        

宮
島
で
は
厳
島
神
社
に
参
拝
し
、
潮
が
引

い
て
い
た
た
め
、
大
鳥
居
ま
で
歩
い
て
行
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
し
ゃ
も
じ 

づ
く
り
」
や
「
も 

み
じ
饅
頭
づ
く
り
」 

を
体
験
す
る
こ
と 

も
で
き
ま
し
た
。 

 

ど
う
か
、
こ
の
経
験
を
大
事
な
思
い
出
と

し
て
、
い
つ
ま
で
も
と
っ
て
お
い
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
の
「
思
い
出
」
と
は
、
お
風
呂
に
一
緒

に
入
っ
た
り
、
布
団
の
中
で
遅
く
ま
で
ヒ
ソ

ヒ
ソ
お
話
し
た
り
、
新
幹
線
の
貸
切
り
車
輛

で
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
ト
ラ
ン
プ
を
し
た

り
し
た
こ
と
な
の
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も

大
切
な
「
思
い
出
」 

で
す
ね
。 

   

 

 

 

  

 

 

楽しい朝食タイム 
化石発掘 

秋吉台 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表 

大
倉
み
ふ
ね 

加
齢
化
と
と
も
に
、
身
体
も
心
も
固
く
な
り

が
ち
で
す
。
な
る
べ
く
「
柔
ら
か 

 
 

」
と

い
う
意
味
を
込
め
て
『
ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
』
と
名

付
け
ま
し
た
。 

年
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
医
療
費
の
軽
減
に

と
、
大
き
な
望
み
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
体
操
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
参
加
を
ご
希
望
の 

方
は
、
一
度
見
学
に
お
越 

し
く
だ
さ
い
。 

 

［
活
動
日
時
］ 

◇
毎
週
、
火
・
木
・
土
曜
日 

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分 

［
準
備
等
］ 

◇
会
員
の
当
番
制
で
会
場
の
準
備
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
テ
ー
プ
操
作
を
行
う
な
ど
、
全
員
参
加

型
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

『
ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
体
操
』 

 

 

健口体操       ７分 

リズム体操（ショート)  ８分 

リズム体操（ロング)  １１分 

座位体操       ７分 

頭座位体操      ４分 

スクワット体操    ２分 

立位体操      １１分 

臥位体操      １５分 

フリー体操     １５分 

  計       ８０分 

体操メニュー 

バルーンづくり ストラックアウト 

 
宮島（厳島神社） 
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１１
月
の
行
事
予
定 

◇
１１
月
４
日(

火) 

・
定
例
役
員
会 

◇
１１
月
２７
日(

木) 

 
 

 

・
福
祉
委
員
研
修
会 

◇
介
護
予
防
体
操(

元
気
で
ま
っ
せ
体
操) 

・
１１
月
５
日(

水) 

・
１１
月
１２
日(

水) 

・
１１
月
１９
日(

水) 

・
１１
月
２６
日(

水) 

（
開
始
）
午
前
１０
時 

（
場
所
）
三
箇
自
治
会
館 

  

  

自
治
会
役
員
（
公
園
緑
化
推
進
委
員
会
） 

◇
毎
日
常
清
掃 

・
三
箇
第
２
公
園(

三
箇
４
丁
目) 

・
三
箇
第
３
公
園(

三
箇
４
丁
目) 

・
上
三
箇
第
１
児
童
遊
園(

三
箇
５
丁
目) 

◇
除
草
清
掃 

 
 

・
第
２
幹
線
広
場(

三
箇
１
丁
目) 

 
 

 
 
 

１０
月
１
日
、
３
日
、
８
日
、
９
日
、 

 
 

 
 
 

１０
月
１０
日
、
１５
日 

・
上
三
箇
第
４
児
童
遊
園(

三
箇
３
丁
目) 

 
 

 
 
 

１０
月
７
日 

・
三
箇
第
２
児
童
遊
園(

三
箇
５
丁
目) 

 
 

 
 
 

１０
月
９
日
、
１０
日 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

江ノ口南 大箇 
江ノ口北 西ノ口 

 
2014.10.19 

2014.10.12 

▲スマートボール ▲金魚すくい 

 

▲金魚すくい ▲スーパーボールすくい 

▲防犯委員会 ▲神社参詣 

▲お迎提灯 ▲長胴太鼓 
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<6> 

    

 

青
い
鳥
福
祉
会
（
青
い
鳥
工
房
）
で
は
、

来
る
１１
月
１５
日
（
土
）
に
『
笑
福
亭
鶴
笑

～
パ
ペ
ッ
ト
落
語
～
』
を
開
催
さ
れ
ま
す
。 

一
般
鑑
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
青
い
鳥

福
祉
会
ま
で
電
話
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

［
連
絡
先
］(

電
話)

８
７
１
・
４
６
５
３ 

［
担 

当
］
山
路
、
戎
井 

［
そ
の
他
］
一
般
鑑
賞
は
先
着
順
（
無
料
） 

 

・
５
月
１
日(

木)

～
６
月
６
日(

金) 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

［
受
付
時
間
］ 

 
 

・
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

［
お
願
い
］ 

 
 

・
新
品
、
未
使
用
の
物
品
を
お
願
い
し
ま

す
。 

［
連
絡
先
］ 

・
電
話 

 

０
７
２
・
８
７
１
・
４
６
５
３ 

・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２
・
８
７
１
・
４
６
５
２ 

  

 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動 

期
間 

１１
月
９
日
～
１１
月
１５
日 

 

 
 

 
［連絡先］ 

防犯委員会三箇支部長 片山茂雄 

(電話) 072-874-1010 

三箇小学校 

募集中 

 
［連絡先］ 

防火クラブ委員長 岡本恭子 

（電話）072-872-5271 

青
い
鳥
福
祉
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑福亭鶴笑 ～パペット落語～ 

［開演］１１月１５日(土) 午後２時 （開場）午後１時３０分 

［場所］三箇自治会館 

［演題］「鶴笑ワールド」 

［演者］笑福亭鶴笑 

［主催］社会福祉法人 青い鳥福祉会 

《パペット落語》 

今までの落語をよりビジュアル的に楽しめます。 

言葉の壁をなくし、世界の人々にも見てもらえます。 

世代を超えた落語の発展と国境を越えた世界をめざし、  

パペット落語は誕生しました。 

パペット 

 

 

 


